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4．む　　す　　び

珪カルの効果は100軸前後の施用で秒質老朽化水田に

おいて著しく，健全田では比較効果が少ないといわれ，

また岩手農試で行なった施肥改善事業等による試験成績

においても，90毎の施用で102程度の収量指数を示すに

過ぎず，珪カルの効果は低い。しかし，上記試験成績によ

り，一般沖横水田あるいは三紀層開田地，凝灰岩質量粘

土壌等においても，珪カルの施用量をかえることにより，

生育収量におよはす影響が異なり，沖培水田においては

200軸程度の施用によって，穂数・粒数が明らかに増加

し，11～13％の増収を示す。三紀層あるいは凝灰岩質の

重粘土壌においても，400～600軸と施用量を増加する忙

したがい，穂数・粒数増が著しく20～24％の増収を示し

ている。すなわち砂貿水田あるいは火山灰水田以外の，

沖稲水田・重粘土水田においては，100軸程度の珪カル

施用では効果が少なく，沖積水田では200軸，重粘土水田

97

においても400吻程度の施用が望ましい。さらに残効に

ついては400～600毎でも104～105程度の収量括数で効果

が少なく・200毎程度の連用で10％以上の増収を維持で

きる。一九珪カル施用によって土壌中のNの放出が

増加し・このことが草丈の伸長倒伏をまねくものと思わ

れ・またこの土壌Nの放出量と後半の天候とが大きく関

与して，豊熟の良化を大きく左右するものと解され．珪

カル施用によって必ずしも豊熟が良化されるとは限らな

い。一方，有効態P205は沖着土壌において減少し，

凝灰岩質土壌等では増加の傾向がみられるが．これは沖

硫土壌の場合燐酸三石灰に変化し，凝灰岩箕土壌等にお

いてはpHの上昇に伴い，Fe・Alの不活性化によるも

のと解される。以上の結果から珪カル施用は，珪酸塩基

の補給もさることながら，土壌中のNにおよばす影響も

大きく，このことが水稲の生育収量に大きく関与してい

るものと思われる。

水田に対する稲わら施用とその腐熟法

鎌田　健造・高坂　　巌・島田　晃雄

（青森県農試）

ま　　え　　が　　き

最近大型機械が各地に導入され，刈取作業としてのコ

ソパイン方式も研究されつつある。コソパインの導入に

際しては数多くの問題点があげられるが廃棄わらの処理

という事も大きな問題だろう。

また肥料事情の好転，労力不足等によって水田に対し

i這慧芸≡≡警誓二誓芸芸霊芝芸三三；土器誓讐
当り6人程度の労力を必要とするところに問題があり，

現在ではあまり期待できない。このようなことから筆

i　老等は農業の晩秋化による稲わらの処理の問題だけでな

く．地力の維持増強という事から，一つには寒地水田に

おける稲わらの問題，二つには稲わらの腐熟の問題の面

から取り上げ昭和39年度より検討を加えてきたのでその

概要について報告する。

l　稲わらの施用について

稲わらの施用については従来暖地では水田に対して10

α　375軸位までの施用はそれ程問題ではなく，むしろプ

ラスの効果があると報告されているが，青森県のような

冷涼な地域ではそのまま利用する事には危険性があり，

むしろ稲わら施用はマイナスの面があると概念的にいわ

れてきた。

このようなことから水稲に対する稲わら施用の可否と

適量および施用の時期について検討を加えるためには場

試験を実施したのでその一部を報告する。

1．試　験　方　法

1，試験設計および施肥量（第1表）

2．供託品種：トワダ（畑甫）

3．試験区の親模：1区面横35．6㌦，2連

4．栽植様式：72株／3．3粛（30e孤×15e巧），2本植

2．試　験　結　果

1．生育状況

稲わらを施用することによりその影響が端的に表われ

るのは，水稲生育の初期で，活着期から分けつ期にかけ
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第1表　試験区の構成並びに施肥量

施　肥　量（たg／α）
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稲わらはカッターで5～10用位に切断し，

秋稲わら区は11月～12月に，春稲わら区は

湛水約1カ月前に釣込んだ。

第　2　表　　草

ミ二二、1＼＼＿＿＿＿＿＿区　分
、　　　＼

区　名
年　度

け　つ　期 期

区
区
区
区
区
区

量
　
　
量

少
中
多
中

照
ら
　
　
ら
肥

禦
品

対

春

　

秋

堆

n

7

2

9

0

ノ

4
っ
J
9
8

4
A
「
ュ
J
っ
J

‘

U

7

1

2

′

n

■

1

0

9

7

亡

「

ノ

8

人

U

7

4
っ
J
っ
J
t
J
ュ
J
っ
J

8

4

7

7

7

1

つ

J

2

8

′

n

Y

l

l

A
T
4
t
J
t
J
A
T
4

A

r

l

l

′

n

Y

へ

ユ

ュ

J

2

2

7
【
－
－
7
7

‘

U

O

8

∩

7

1

J

8

0

1

0

7

8

∩

7

7

7

7

‘

U

′

∩

〉

／

0

ての葉色は，稲わらを施用することにより淡く，施用量

の多いものほど顕著であったが，出穂期および豊熟期で

は稲わら施用量の多いものほと濃くなる傾向が見られ

た。同様草丈も生育の初期では対照区より稲わら施用区

は低く，稲わらの施用量にしたがって明らかな傾向であ

ったが，収穫期における辞長は初年目は対照区より劣っ

たが．2年目・3年目ではその差は少なくむしろ対腋区

より優る便向がうかがえる。鋤込み時期を異にした場合

は秋釣込み区は春働込み区より生育の初期における草丈

は優ったが，出穂期以降では春鋤込み区が優った（第2

表）。このことはまた株当り乾物重の推移からもうかが

える。

茎数は各処理間における差は判然としなかった。

2．収　　量

玄米収量は各年次間で若干のふれはあるが稲わら少量

区は多く，中量区・多量区は初年目は対照区よりやや低

い。しかし2年目・3年目では高くなり，稲わら徳用の

効果は2年目以降に認められた（第3表）。

わら重は稲わら施用量の多いものほど少ないが，その

指数の年次変異は初年日より2年日・3年目と若干増

え，稲わら施用による栄養生長の抑制程度は年次ととも

に軽減される傾向が見られた。

また屑米および批は稲わら施用により多くなり，しか

も施用量の多いほど明らかで，このことは稲わら施用に

よる生育の遅延が豊熟に影響を与えたものと思われる。

3．収量構成
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収量調査の結果から稲わらの施用は豊熟に影響をおよ

ばすことがうかがわれたので．籾の着粒数等水稲の形態

および収量構成を調べたのが第4表である。

その結果総籾粒数および完全粒数とも対照区より稲わ

ら施用区は多い反面，不完全粒の割合が多い。また一穂

に着生する枚梗数は一次，二次とも対照区より多く，と

くに二次枝梗の割合が多い憤向が見られる。

節間長歩合は稲わら少量区はやゝ対照区並の経過であ

ったが，中量区・多量区はいずれも下位節間の伸長割合

が低く，前述の生育調査および収量調査の結果と同様稲

わら施用により初期の生育が遅延されていることが認め

られた。しかし後期の栄養状態による枝梗数および穎花

数の増加の反面．不完全粒数も増加し，しかも比重1．0

00以下の不稔粒の割合が高く，豊熟の不充分さが認めら

れた。

4．養分吸収

生育の初期では稲わらを施用することによって茎葉中

のN濃度は低く，稲わら施用量の多いものほど低かった

が，出穂期以降では対照区より高く，したがって生育後

期におけるNの吸収割合が大きく，施用されたNの有娩

・無機化に伴う供給調整に稲わらは役立っているものと

思われる（第5表）。また稲わらは単にNの供給調整の

面だけでなく．Si02の吸収に対しても特徴的でありN

同様生育初期では含有率は低く，施用量の多いものほど

明らかであるが，出穂期以降は逆に稲わら施用量の多い

ものほと高い傾向を示した。
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第　3　表　　収　　　　　量
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第4表　収　量　構　成（昭和41年度）
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第　5　表　　N　含有率及び　吸収量

N　　含　有　率　（乾物％）

分けつ盛期
（6月中旬）

39】40141

収穫期（茎菜）

N　　吸　　収　　量　（株）

分けつ盛
（6月中

期 収穫期（全体）
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第6表　土壌中の無機成分生成量（呵／乾土100g）
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※140年度，41年度は裸地区

2　SiO2…酵酸Buffer可溶

j Fe廿…0．2％AICl3溶液浸出

5・土壌中の無機成分の消長 ～4倍，活着期で3～8倍と多く，稲わら施用により土

稲わら施用による土壌中のFe廿の生成量は湛水直後　　壕の還元化が急速に進むが，7月下旬以降ではその差ほ

から対職区より多く，ことに稲わら多量区は田植時で3　　判然としない（第6表）。
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またNH4－Nは田植時では秋鋤込区は対照区より高

かったが，春鋤込区は低く，施用量の多いものほど土壌

中のNH4－Nの生成量を抑制し，湛水直後における

NH4－Nの生成量に大きな差がみられた。しかし，そ

の期間は短かく，7月中旬以降ではむしろ稲わら施用区

が多かった。

一九1％クエソ酸可溶P205は稲わら少量区は対

照区よりやや低かったが，中量区・多量区は多い傾向を

示し．K20は稲わら施用量の多いものほど高く．稲体

のK20含量と同一傾向であった。

Si02は6月上旬では稲わら施用区は対照区より少な

かったが，6月中旬以降では多く，施用量の多いほど明

らかであった。釣込別では秋鋤込区が春鋤込区より多い

傾向を示した。

3．あ　と　が　き

以上のようには場試験の結果では稲わら施用により初

期生育はやや抑制の便向が見られ，その程度は秋鋤込み

ょり春鋤込みが大きいが．収量に対しては負の影響は認

められず，むしろ連用によって若干増収の傾向が見られ

た。しかし，今後の課題として土壌別に検討する必要が

あり，また長期施用の影響についても検討を加えたい0

1　稲わらの腐熟について

1で述べたように，ほ場試験の結果では稲わら施用は

それほど問題ではない。しかし，透水不良の土壌条件

下，あるいは冷涼地帯では初期生育の遅延が収量に負の

影響をおよぼすことが予想される。したがって稲わらの

施用は秋季に行なう方が望ましいが，気候的にあるいは

労力的に問題がある。このようなところでは稲わらの量

を減じるかあるいは堆肥として土壌に還元することが望

ましい。

このような事から稲わらの腐熟については過去に数多

くの試験が行なわれているが，筆者等は稲わらをほ場に

堆着し簡易に腐熟させる方法を試みた0

1．試　験　方　法

前年度の結果では降雨水を利用することにあまり期待

出来なかったので，原料の水分蒸発防止および保温のた

め，全体をビニールで覆い，堆着場所に溝を切り通気と

水の流入を考えその上に第7表に示す材料を観込んだ0

2．試　験　結　果

1．堆蕃時の温度

堆積時の温度経過は，墳込み後1～2日から急激に上

昇し，約2週間位保った後徐々に下降する事は前年行な

ったビニールで覆わないものと傾向は変らない0しかし

温度経過は第1図のとおり生脱直後墳込み区はビニール

で覆ったものは全般にわたって高く経過した0

また乾燥稲わら堆積時の水分含量が異なり直接比較は

できないが，ビニールで覆わないものは温度上昇が僅少

であったが，ビニールで覆ったものは横込み時期が遅か

ったにもかかわらず高い温度で経過し，ビニール被覆の

第　7表　供試材料および処理の方法

積込み区

£●、還’
「準

4．8121620242832364044

堆積後日数

4　8121621）242832三蛤4044

堆積後日致

第1図　堆漬時の温度経過

（1姓此組込・12億盟昌宏　｛3）品㌫姦遠望用紙－4慧豊艶急設竪

三三二≡
蕪l・団は未柑分
2・区内の数字は腐熟度

第2図　腐熟部分見取図
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効果が見られた。

2．腐熟度

腐熟度の調査は堆着後約2カ月経過した頃解体し調査

したが，前年行なったビニールで覆わないものは全般的

に水分不足の状態で，腐熟がある程度進んでも乾燥した

ものが多かったが，ビニールで覆ったものは良好で生脱

直後漬込区は中央の下半の部分が腐熟度（100－水洗残

漆（2即以上）割合）19％と未熟であったが，他の部分

は完熟に近いものが多かった。生脱後切断放置降雨後漬

込区も前者同様中央の下半の部分が水分不足の状態で，

熟度が28％．接地面が37％と未熟であったが，他の部分

は80％～65％と完熟から完熟に近い腐熟の程度であっ
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た。コソバイソ刈取後放置降雨後積込区は全体が67～77

％と完熟とみて良い結果であり，乾燥稲わらもビニール

被覆の良好さがうかがわれた（第2図）。

3．あ　と　が　き

以上のようにビニール被覆は水分蒸発の防止，あるい

は保温により効果的であったが，墳込みの状態で内部の

腐熟の程度が異なり，中高に碩んだ場合は中央部の下半

の部分が水分不足が感ぜられるが，上面が平らな場合あ

るいはやや中低の状態では全体がむらなく腐熟が進むよ

うである。

八　郎　潟干　拓地土壌　の　研究

第1報　排水に伴うヘドロ土壌の乾燥過程について

三　浦　昌　司・金　子　淳　一

佐々木　　　力・田　中　伸　幸

（秋田県農試）

1．ま　え　が　き

八郎潟中央干拓地の大部分を占めるヘドロ土壌におい

て水稲の機械化直播栽培を行なうには，排水を計り地耐

力を増大させるとともに過剰塩類を除去することが必要

である。このようなヘドロ土壌の脱水乾燥過程について

は，現在排水工法試験として検討しているが自然状態で

の変化には長年月を要すると思われるので．これまで行

なってきた栽培試験跡地土壌の性質からヘドロ土壌の変

化過程を類推しようとして本実験を行なった。

2．試験の方法

八郎潟中央干拓地の代表的なヘドロ土壌として，干拓

地内のほぼ中央に位置するE23地点を選定し，本土壌に

ついて昭和32年以降水稲三要素試験を実施してきた跡

地土壌．同じく昭和33年以降畑地化試験を実施してきた

跡地土壌の3点について，その理学性を比較検討した。

中央土壌は，昭和40年干陛された土壌で，昭和41年夏

に採取したのである。表面は乾燥して亀裂が入ってお

り，買入抵抗値1．0軸／¢癌とやや硬くなっているが，15

仰以下は0．7物／最であり．降雨後は歩行困難な程度で

あった。全層還元色を呈し∴斑紋は存在しない。採土時

の自然含水比は，第1層179％，第3層249％であった。

水田土壌は，湖底土壌を面積3．3†㌔，探さ90mの無底コ

ソクリート桓に充填して水稲三要素試験を行なってきた

三要素区跡地土壌であって，表層10mは酸化色を呈し，

斑紋に富み，亀裂も50e祝まで存在する。最大寛人抵抗値

は10叫こあって1．7軸／ぐ癌であるが，15C孤以下は，中央

土壌と殆んと同一である。採土時の含水比は．第1層

117％，第3層166％であった。

畑地土壌は，湖底土壌を板区画の厚さ90仰の盛土状態

にして「畑作物導入による湖底土の理学性改善に関する

試験」を実施してきた跡地土壌であって，栽培作物は．

昭和33年～35年牧草（チモシー・ラジノクロノべ－混播）

昭和36年以降は大豆，瓜類を作付けした。土壌断面は10

e郡まで団粒構造がよく発達し，50仇まで角塊状構造をな

し∴斑鉄に富んでいる。自然状態の含水比は，表層58％，

下層79％であり，最大貫入抵抗値は5C孤で3．0毎／崩を

示し，下層においても2．0物／¢戎以上であった。


